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◎マイナンバーのセキュリティー対策
個人情報は分散管理　　個人情報を共通データベースで一元管理せず、従来通り各機関で分散して管理。
成りすまし防止　　　　マイナンバーを収集する際、本人確認の義務付け。
システムへの接続制限　各機関で情報連携を行う際はアクセスできる人の制限・管理をし、通信の暗号化を

実施。
アクセス記録の確認　　自宅のパソコンで自分の個人情報にアクセスした行政機関の確認可能。
第三者機関の新設　　　特定個人情報保護委員会の設置により、制度の運用を厳しく監視・監督。
罰則の強化　　　　　　法律に違反した場合の罰則を、従来に比べ強化。

平成29年１月
個人ごとのマイナポータル運用開始
マイナンバーを含む自分の情報をいつ、
誰が、なぜ提供したのか、自宅のパソ
コンから確認できます。行政機関から
のお知らせも受け取れます。

平成29年７月
地方公共団体等も含めた

情報連携を開始
情報連携により事務が確実か
つスムーズになり、国民の負
担が軽減。暮らしがもっと便
利になっていきます。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
メ
リ
ッ
ト

公平・公正な社会の実現
所得や他の行政サービスの受給状況が把握しやすくなり、不正受給を防止し、本当に
困っている方にきめ細かな支援を行うことができます。

町民の利便性の向上
添付書類の削減により、行政手続きが簡単になります。
行政機関が持っている自分の情報を確認したり、行政機関から様々なサービスのお知
らせを受け取ったりできます。

行政の効率化
行政機関や地方公共団体での作業の無駄が削減され、行政事務の効率化により、手続き
がスムーズになります。

1月　マイナンバー利用開始 ～

交付通知書が届きます この３点をもって（住基カードの
ある方は一緒に）役場へ行こう

立科町役場（住民福祉係窓口）
個人番号カードを受け取ろう

町役場
通知カード

交付通知書

本人確認
書類

マイナンバー制度に関するホームページ　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
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　10月５日から、順次マイナンバーの「通知カード」とともに「個人番号カード」の申請書が簡易書留で届きます。
　あなたのお住まいは、住民票に記載されていますか。　住民票の住所と異なるところにお住まいの方は、確実に受
け取ることができない可能性があります。お住まいの住所に住民票の異動をお願いします。転入・転出する時など
カードが必要になりますのでご用意ください。国外に滞在し、住民票のない方には付番されません。帰国して住民票
が作成される際、マイナンバーの指定や通知が行われます。
　マイナンバーは、法令に規定された国の行政機関や地方公共団体など以外に、民間企業でも取り扱います。民間企
業は従業員の健康保険や厚生年金の加入手続きを行ったり、給料から源泉徴収して税金を納めたりしています。また、
証券会社や保険会社等の金融機関でも、利金・配当金・保険金等の税務処理を行っています。これらの手続きのため
にマイナンバーが必要になります。

◎本人確認には「身元確認」と「番号確認」が必要です。

◎マイナンバー制度実施の流れ

◎マイナンバー（個人番号）カードの受け取り　　（発行手数料は無料です。）

個人番号カードの場合 個人番号カードを持っていない場合
身元確認と番号確認がこれ１枚でOK！ 以下２点で身元確認と番号確認をしてください。
ICチップを用いて電子申請も使用できます。 身元確認はいずれか１つ

運転免許証、住基カード、パスポート
番号確認は
通知カード

平成27年10月以降
住民票の住所に通知

住民票を有する方（外国人
も含む）に12桁のマイナ
ンバー（個人番号）が通知
されます。

平成28年１月
マイナンバーの利用開始

税の手続きや年金、医療保険、雇用保
険などの社会保障の手続きで、マイナ
ンバーの利用が開始されます。申請者
への個人番号カード交付も始まります。
（年金は平成29年１月～）

10月５日から皆様のお手元に
　いよいよマイナンバー（個人番号）が届きます！

～10月 10月～ ～

住民票のチェック 書留郵便で受け取ろう
（通知カード＋番号通知書＋申請書）

個人番号カードを申請しよう
（申請書に顔写真を貼り付け返信用封筒で投函）

※マイナンバー制度に関するお問合せは　  コールセンター　0570－20－0178（全国共通ナビダイヤル）　
平日　午前９時30分～午後５時30分（土日祝日・年末年始を除く）

＋

個人番号カード

住民福祉係
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環境保健係

環境保健係

狂犬病予防注射を必ず受けましょう!!

狂犬病予防注射「秋の集合注射」の実施について
　平成27年度、狂犬病予防注射「秋の集合注射」を次の日程で実施します。
　今年度未注射及び生後90日を経過した犬の飼い主の方には、狂犬病予防注射申請ハガキを郵送しますので、都
合のよい実施場所で必ず注射を受けてください。
　新規登録をされる場合は、役場環境保健係窓口又は実施場所で申請してください。
● 実施日程

● 手数料（料金）

10月24日㈯
蓼科ふれあいセンター前 午前10時～10時15分
立科町役場駐車場 午前10時50分～11時10分

登録済の犬（注射料のみ）……………3,500円
新規登録の犬（注射料＋登録料）……6,500円
※お釣りのないようご持参ください。

狂犬病とは
　狂犬病は、人と動物の共通感染症です。
効果的な治療法はなく発病するとほぼ死亡
するという恐ろしい病気です。
狂犬病予防法による義務
　狂犬病予防法により犬の飼い主は、狂犬
病予防注射を毎年１回受けることが義務づ
けられています。これを怠ると20万円以下
の罰金に処せられることがあります。

秋の集合注射の対象となる犬
　生後90日を経過した全ての犬で、今年度未注射の犬。譲り受けた犬や室内犬であっても対象となります。
・犬が死亡している場合は、ハガキに「死亡」と書いて提出してください。
・犬が病気、衰弱等により注射を受けられない場合は、獣医師の「猶予証明書」の提出をお願いします。
※ご不明な点は環境保健係へお問合せください。

犬の首輪には、鑑札・注射済票・名札等、飼い主の分かるものを必ず付けましょう！

　国では、10月を３Ｒ推進月間と定め、“３Ｒ”（ごみの発生抑制・再使用・再資源化）を推進しています。
　当町でも、ごみの分別を推進し、排出される年間総ごみ量の４分の１程度をリサイクルしています。ごみの資源
化・減量化に、更なるご協力をよろしくお願い申し上げます。

２　生ごみへの取り組み
　当町では、ごみの減量化のため、生ごみの自家処理を推進
しています。
⑴　生ごみ処理機器等購入費補助金
　家庭から排出される生ごみの自家処理機器等に対して補助
金を交付しています。
　補助金額は、生ごみ処理機器等の購入価格の３分の２以内。
ただし、６万円を限度とします。
　申請方法、対象者等については、環境保健係までお問合せ
ください。
⑵　ダンボールコンポスト
　ダンボールコンポストによる生ごみの堆肥化を支援してい
ます。ダンボール箱と腐葉土を提供しています。詳細は、環
境保健係までお問合せください。

３　食べ残しを減らそう県民運動
　長野県では、暑気払いや忘新年会の期間を重点に、「宴会
食べきりキャンペーン」を実施しています。長野県民のごみ
排出量を日本一少なくすることを目指す“チャレンジ800”
ごみ減量推進事業にも資することから、生ごみの発生抑制、
食べ残しの削減にご協力ください。

１　“３Ｒ”とは
　３Ｒ（スリーアール）は、Reduce（リデュース）、
Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）の頭文
字を表し、その意味は次のとおりです。

Reduce（リデュース）…物を大切に使い、ごみを
減らすこと（ごみの発生抑制）
　　例えば、買物にはマイバッグを持参する。余計
な包装は断る。ばら売りや量り売りで必要な分
だけ購入するなど。
Reuse（リユース）…使える物は、繰返し使うこと
（再使用）
　　例えば、詰替え用の製品を購入する。フリー
マーケットやリサイクルショップを活用するな
ど。
Recycle（リサイクル）…ごみを資源として再利用
すること（再資源化）
　　例えば、ごみを正しく分別する。再生製品を利
用するなど。

“３Ｒ”は環境と経済が両立した循環型社会を形成
していくためのキーワードです!!

10月は３Ｒ推進月間です！
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　日本の喫煙率は近年様々な規制により減少傾向にありますが、喫煙に起因する死亡者は年間
19万６千人、世界では年間540万人といわれており、今後さらに増加して2030年には全世界
で800万人以上となると推計されています。

『禁煙を開始する方のご家族』にできるサポート　７つ
　さて、喫煙による健康被害・受動喫煙など健康に及ぼす影響が重大なことはよく知られてい
ます。
　そこで、「家族が禁煙を始めている！家族はどうやって支えていけばいいの？」と思うご家
族の方も多いのではないでしょうか。そんな『禁煙を開始する方のご家族』にできるサポート
を７つ紹介します。

　
皆
さ
ん
は
食
品
を
購
入
す
る
と
き
、
何
を
見
て
購

入
し
て
い
ま
す
か
？　
値
段
、
内
容
量
、
消
費
期
限

も
し
く
は
賞
味
期
限
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

　
多
く
の
加
工
食
品
に
見
か
け
る
栄
養
表
示
で
す
が
、

今
年
の
４
月
１
日
か
ら
食
品
表
示
法
が
施
行
さ
れ
、

新
し
い
基
準
で
表
示
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
表
示
が
義
務
化
さ
れ
た
栄
養
成
分
表
示
に
は
、
総

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
ほ
か
に
、
含
有
量
の
多
い
順
に
含

ま
れ
て
い
る
栄
養
素
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
炭
水

化
物
（
糖
質
と
食
物
繊
維
に
分
け
て
表
示
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
る
）、
食
塩
相
当
量
の
５
項
目
は
必
ず

表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

表示の一例
栄養成分表示　○あたり
エネルギー　○kcal
たんぱく質　○g
脂質　　　　○g
炭水化物　　○g
ナトリウム　○㎎
（食塩相当量 ○g）
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環境保健係
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　禁煙に挑戦する方にとって、最も強力なサポーターはご家族です。禁煙するには意思の強さ
とは関係なく、脳内の神経伝達物質の影響によって、一時的にイライラしたり元気がなくなっ
たりします。そんな状況の中での身近な方のサポートは禁煙継続の大きな支援となります。

　医療保険を使って禁煙治療を行う医療機関も増えてきました。
　インターネットで『禁煙外来のある医療機関　禁煙学会』で検索すると、近くの禁煙外
来を検索することが出来ます。

サポート内容 提案
１、少しでもたばこを吸わな
いでいられたら、とにか
く褒めてあげる。

禁煙継続の秘訣は「自信を持つこと」。禁煙中のご家族のできたとい
う自信を応援しましょう。

２、たばこを吸いたくならな
いように環境を整備する。

身近にたばこがあるとついつい吸ってしまいがちです。捨てる・家
族が預かるなど見えない工夫を。

３、禁煙に役立ちそうな小物
（ガムや昆布など）を買っ
てくる。

どんなものなら吸いたい気持ちを抑えることに役立つか、禁煙グッ
ズや、飲食物では歯ごたえのあるもの、低カロリーの物を選んで試
してみましょう。

４、時々ご褒美をあげる。
「ここまで禁煙できたら○○」というふうに約束することで、禁煙の
やる気を育てましょう。ご褒美は高価なものばかりでなく、お祝い
することで継続の支えになるでしょう。

５、気分転換ができるよう、
外に連れ出す。

イライラしたり、元気がなくなったりすることがあります。たばこ
のことを考えない環境を作りましょう。散歩を日課にしてみては。

６、できるだけ、声をかけて
あげる。

孤独な禁煙生活にならぬよう、家族がチームとなって禁煙を支えて
いきましょう。

７、大目に見てあげる。
禁煙開始から２週間は離脱症状（禁断症状）の強い時期です。イラ
イラして当たられたりすることもあります。経過とともに症状も和
らいでいきますので、長い目で見守りましょう。

※厚生労働省　生活習慣病予防のための健康情報サイトより

禁
煙
を
開
始
す
る
方
の
ご
家
族
へ
〜
上
手
な
サ
ポ
ー
ト
を
教
え
ま
す
〜

ご家族以外の禁煙サポート
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介護予防教室　あたまの体操　参加者募集のお知らせ
～からだと一緒にあたまの体操もしましょう～

　身体と頭は同時に使うことで、その効果を発揮すると言われています。
　「脳トレ」と言うと難しいイメージがありますが、簡単な問題とレクリエーションを交え、無理なく脳トレを
行っていきますので一緒に楽しみましょう。

●参加要件　介護保険を利用されていない方で概ね65歳以上の方
●講　　師　レクリエーションコーディネーター　大塚寛美　先生（サポート：立科町健康サポーター）
●時　　間　午前10時～11時30分
●開催場所　※中央公民館　大会議室
　　　　　　　平成27年11月４日・平成28年１月20日・２月３日
　　　　　　※老人福祉センター　集会室
　　　　　　　平成27年11月11日・18日・12月９日・16日
　　　　　　　平成28年１月６日・13日・２月10日　（全10回　水曜日開催）
●申込期限　平成27年10月５日㈪～10月16日㈮
●申込み・お問合せ先　立科町地域包括支援センター（町民課住民福祉係）　電話56－2311　有線2311

地域包括支援センターです！こち ら 住民福祉係

地域包括支援センター・住民福祉係

立科の水源（宇山堰）めぐり学習会
～地下水について知ろう～

環境保健係

　地下水保全の大切さを学ぶための学習会を開催します。
　今回も「立科の水の流れについて」学びます。立科の水源地や
歴史ある用水路跡を見学しましょう。

１　主　　催　蓼科の水を考える会、立科町

２　日　　時　10月31日㈯　午前９時から正午まで
　　　　　　　※小雨決行。雨具等をご持参ください。

３　集合場所　立科町中央公民館（大会議室）
　　　　　　※解散：立科町中央公民館前駐車場

４　見 学 先　もみの木（水源）、宇山堰の石樋跡

５　参加要件　町民の方ならどなたでもご参加いただけます。
親子での参加も大歓迎です。

６　募集定員　定員25名。定員になり次第締め切ります。

７　参 加 費　無料

８　申 込 先　環境保健係
　　　　　　　電話56－2311　有線2311
　　　　　　　10月23日㈮までにお申込みください。

参加者募集
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　平成26年の消費税引き上げによる負担を軽減する措置として、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
が支給されます。
　申請書が届いている方は、支給要件をご確認いただき申請をお願いいたします。また、申請書が届かない方
で、下記の要件に該当すると思われる方は、役場までお越しください。

●申請受付期間　９月１日～12月１日
●申請書類　　　・申請書　
　　　　　　　　・添付書類（本人確認書類・指定口座が確認できるもの）
　　　　　　　　・印鑑
●申請書提出先　立科町役場　町民課　住民福祉係
●窓口受付時間　（平日）　午前８時30分～午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　　月曜日（祝日の場合は翌平日）は午後７時まで

（要件）
①平成27年１月１日において立科町に住民登録がある
方。
②平成27年度　住民税（均等割）が課税されていない
方。（非課税者）
　ただし、以下の場合は対象外となります。
　・課税者に扶養されている場合
　・生活保護制度の被保護者となっている場合等
（支給額）
対象者１人につき　6,000円

（要件）
①平成27年５月31日において立科町に住民登録がある
方。
②平成27年６月分の児童手当の受給者
　ただし、以下の場合は対象外となります。
　・平成27年度の所得が、児童手当の所得制限限度額
以上の方

（支給額）
児童手当の対象となる児童１人につき　3,000円

　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の窄取」にご注意
ください。立科町や、その他関係機関よりATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願い
することはありません。

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
受付期間中です

お問合せ先　住民福祉係　電話 0267－56－2311　有線 2311

住民福祉係

環境保健係誤　不燃ごみの指定袋に入れて
出す。

㊣ 可燃ごみ（赤い指定袋へ）
指定袋に入る木製、皮革製、ゴム製及び
プラスチック製等のスポーツ用品は、可
燃ごみで出す。
可燃ごみの指定袋に入らない大きいス
ポーツ用品は、粗大ごみ（有料）で出す。

しいなちゃん！このごみ　　どっち？

しいなしいなしいなしいなしいなしいなしいなしいなちゃんちゃんちゃんちゃんちゃんちゃんちゃん！！！！このごみこのごみこのごみこのごみこのごみ　　どっち？
　　どっち？
　　どっち？
　　どっち？
　　どっち？
　　どっち？
　　どっち？
　　どっち？

しいなちゃん！このごみ　　どっち？

立科町マスコットキャラクター
「しいなちゃん」

こ
の
ご
み
の
分
別
方
法
は
？

スポーツ用品

ちょっと待って！

※鉄製金具を分別できないスケート靴等は、
不燃ごみの指定袋に入れて出す。
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　耕福館では、今年も町民を対象とした冬場の風物詩「みそづくり体験」を実施します。農閑期を利用し大勢
の皆様に体験いただき、技術を学んで自家製の「みそ」がつくれるようになりましょう。未経験者の皆様方大
歓迎です。
　未経験者の皆様につきましては、必要に応じてスタッフが指導いたします。
（１回に約60㎏のみそが出来上がります）

1　募集期間
　　平成27年11月11日㈬～12月18日㈮まで（先着順）
　　※ただし、未経験者の方を優先するため、経験者（平成21年度～26年度の間に耕福館でみそづくりを体験

したことのある者）を含むグループは、11月25日㈬からの受付になります。

2　利用期間
　　平成28年１月５日㈫～４月30日㈯まで
　　※上記期間において原則として３日間の日程が決められています。　　

3　利用料金
　　１日あたりのセンター使用料　1,000円、１回の麹発酵機使用料　1,000円
　　※みそづくりは、原則３日間の工程です。麹持参の場合は２日間の工程が目安です。

（前日にセンターを使用し、洗米を行う場合は別途使用料が発生します。）
　　　　　　３日間の工程（洗米でセンターを使用しない場合）で麹発酵機を使用した場合
　　　　　　＠1,000円×３日間＝3,000円、　＠1,000円×１回＝1,000円　　計　4,000円
　　　　　　４日間の工程（前日に洗米をセンターで行う場合）で麹発酵機を使用した場合
　　　　　　＠1,000円×４日間＝4,000円、　＠1,000円×１回＝1,000円　　計　5,000円

4　申込先
　　立科町役場　農林課窓口で申請書の記入をお願いします。
　　※印鑑をご持参ください。
　　※電話・有線等での申込みはお受けできませんのでご注意ください。
　　　受付時間　午前９時～午後５時まで

5　お問合せ
　　立科町役場　農林課　電話56－2311、有線2311内261

例１

例２

みそづくり体験 農林係

　
町
長
就
任
か
ら
５
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り

地
に
足
を
つ
け
て
「
町
民
が
一
丸
と
な
っ
た
町

づ
く
り
」
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
か
ら
私
の
考
え
た
こ
と
や
思
っ

た
こ
と
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
広
く
、
多

く
の
方
に
お
伝
え
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
立

科
町
や
行
政
の
事
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
町
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　
色
々
な
町
の
行
事
に
参
加
す
る
た
び
、
町
民

皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
や
結
束
力
に
立
科
町
の
明

る
い
未
来
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
・
小
学
校
で
は
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

元
気
な
子
供
た
ち
の
歓
声
、
ま
た
、
成
長
を
温

か
く
見
守
り
応
援
に
熱
が
入
る
祖
父
母
、
父
母
、

そ
し
て
中
学
校
で
は
蓼
秋
祭
と
日
頃
の
学
習
・

部
活
動
の
成
果
、
ま
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
の
一

致
団
結
と
若
さ
溢
れ
る
躍
動
。

　
立
科
町
の
明
る
い
未
来
を
又
も
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
出
前
講
座
を
開
催
す
る
地
区
も
あ

り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
話
せ
る
機
会

を
作
り
、
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
①

米
村
匡
人
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農林係

　山林外（墓地・宅地等）の松くい虫被害木について、業者等に委託し、伐採した経
費に対し予算の範囲内で補助金を交付します。
　補助額は処理経費の２分の１以内（10万円限度）です。
　伐採処理前に申請等手続きがありますので、詳しくは農林課（56－2311）までお
問合せください。

山林外  松くい虫防除伐採補助金について

平成28年度 保育所入所希望児童の
入所説明会の開催 及び 申込み受付について

　平成28年４月から保育所入所を希望する児童の入所説明会を行います。
★ 入所できる児童

　次の保育の必要な事由に該当する児童
★保育を必要とする事由
　●就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居宅外の労働など、基本的にすべての就労を含む）
　●妊娠、出産　　●就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）など
★ 入所説明会

　★日　時　10月28日㈬　午後７時30分～
　★場　所　たてしな保育園　遊戯室　【託児もあります】
　平成28年４月から入所を希望する児童を対象として行います。
　（４月以降の入所を予定している場合も出席ください。）
★ 入所申込書について

　保育園、児童館、白樺高原観光センター、教育委員会にあります。
また、入所説明会会場でお渡しします。
★ 入所申込期間及び提出先

　★期　間　11月４日㈬～11月18日㈬　　★提出先　たてしな保育園、教育委員会子育て教育係
　★お問合せ先　たてしな保育園　　有線2100　電話56－0022

農林係・環境保健係

収穫期に伴う鳥獣被害防止対策について

『爆音器』の使用にご注意ください!!
　スズメ、カラス、ニホンジカ、ハクビシン、タヌキなどの野生鳥獣による農作物の被害防止対策として、鳥
獣侵入防止ネット、電気柵、爆音器などの使用が挙げられます。
　特に、爆音器の使用について、設置した皆様はこまめに巡回し、定期点検を行いましょう。
　また、下記事項を注意して使用しましょう。

１．住宅から直線距離にして概ね200m未満の場所では使用しないようにしましょう。
　　※住宅から200ｍ以上離れた場所に設置する場合であっても、設置期間は収穫期間等に限定し、必要最小

限の使用に留めるとともに、設置について事前に近隣住民の皆様に周知を行うなど、周辺環境に十分配
慮して使用しましょう。

２．爆音器の使用は、日の出から日の入りまでにしましょう。
３．なるべく爆音器に代わり防鳥網、電気柵等を使用しましょう。

たてしな保育園
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毎日イタズラ三昧のわんぱく坊主だけど
可愛くてたまらないママの宝物です。元
気に大きくなぁれ♡

宮
み や し た

下 裕
ゆう

豊
ほう

ちゃん（男）中原

毎日イタズラばかりですが、ニコニコ笑
顔で家族みんなを和ませてくれる我が家
のアイドルです!!

山
や ま う ら

浦 晴
はる

ちゃん（男）古町

ニコニコの笑顔に家族みんなが癒されて
いるよ。ありがとう♡これからも元気に
すくすく育ってね。

小
こ い け

池 芽
め い

生ちゃん（女）大深山

いつもニコニコな沙奈。みんなを元気に
してくれます。これからもスクスク元気
に育ってネ☆

井
い で

出 沙
さ な

奈ちゃん（女）茂田井

毎日、ニコニコ笑顔で家族みんなを楽し
ませてくれる、パフォーマーな子です。

大
お お す み

角 哲
てっ

平
ぺい

ちゃん（男）茂田井

いつも可愛い笑顔で周りを癒してくれる
ユリちゃん。家族の宝物だよ。元気で優
しい女の子に育ってね♡

笹
さ さ い

井 友
ゆ り か

梨香ちゃん（女）中原

病気することなく、すくすく育ってくれ
てありがとう。これからも笑顔を絶やさ
ず元気に成長してね。

棚
たな

岡
おか

 陸
りく

ちゃん（男）日向

元気なお姉ちゃんの中で揉まれて育つあ
さひ。“強い”ひとになってください。
☆大好きあさひ☆　父母より

長
な が さ か

坂 旭
あ さ ひ

陽ちゃん（男）桐原

姉からの愛情を沢山受けて逞しく育って
いる歩夢もパパ似でプールが大好き☆満
点笑顔で元気に大きくなあれ♡

土
つ ち や

屋 歩
あ ゆ む

夢ちゃん（男）西塩沢

♡お誕生日おめでとう♡いつもありがと
う。感謝しています。素直で真っ直ぐ
に、実りある人生を。顔

ガン

晴
バ

れ!!

横
よ こ か わ

川 直
な

穂
お

ちゃん（女）茂田井
いつもにこにこかわいい笑顔でみんな元
気になるよ！たくましく強く大きくなっ
てね♡

山
や ま こ し

越 元
げ ん き

葵ちゃん（男）町

大きく育て子ども王国
立科に育つ子ども達を紹介します

平成26年９月生まれ～
10月生まれ

（10、11ヶ月児健診時に撮影）

（平成26年　
７月生まれ）
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今
年
も
ま
た
暑
く
、
そ
し
て
熱
く
な

れ
る
夏
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
私
の
中

で
真
夏
の
名
物
と
い
う
と
思
い
当
た
る

の
は
、
暑
い
時
に
熱
い
心
で
熱
い
汗
を

流
す
…
高
校
野
球
・
甲
子
園
が
思
い
浮

か
び
ま
す
。
今
年
の
大
会
は
１
０
０
年

の
節
目
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き

大
会
に
相
応
し
く
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
な
っ
て

い
て
、
第
１
回
大
会
の
優
勝
校
の
京
都
二
中
は
、

京
都
代
表
と
し
て
出
場
し
て
い
る
鳥
羽
の
前
身

で
す
。
そ
し
て
、
１
年
生
の
強
打
者
が
い
る
早

実
も
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
北
海
は
、
最

多
出
場
を
更
新
し
36
回
目
、
こ
れ
に
早
実
の
29

回
、
中
京
・
天
理
の
27
回
が
続
き
ま
す
。
福
島

の
聖
光
学
院
は
、
連
続
出
場
記
録
を
塗
り
替
え

る
９
年
連
続
出
場
で
す
し
、
青
森
の
三
沢
高
は
、

29
年
ぶ
り
の
甲
子
園
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
初

出
場
は
茨
城
の
霞
个
浦
、
千
葉
の
専
大
松
戸
、

三
重
の
津
商
、
大
阪
偕
星
な
ど
の
７
校
で
し
た
。

一
方
長
野
大
会
で
は
、
昨
年
の
優
勝
校
、
佐
久

長
聖
を
２
対
１
で
上
田
西
が
下
し
、
２
年
ぶ
り

２
回
目
の
甲
子
園
へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
２
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
終
盤
に
４
点
を
あ
げ
る
な
ど
粘
り

強
い
戦
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
甲
子
園
が
閉
幕
し
、
暑
い
夏
も
終
わ
り
、
９

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
こ
こ
立
科
は
収
穫
の
秋

を
迎
え
、
稲
刈
り
や
り
ん
ご
の
収
穫
が
始
ま
り

ま
し
た
。
朝
夕
の
気
温
も
低
く
な
り
寒
暖
の
差

が
出
ま
す
の
で
、
健
康
管
理
に
は
気
を
付
け
、

収
穫
の
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
忙
し
い
秋
を
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。

Ｋ
・
Ｓ

「黄色のジュウタン」［写真提供：蓼科写真クラブ］

風見鶏
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関
　
耕
一
朗
（
平
林
）

　
無
事
、
成
人
の
扉
を
く
ぐ
れ
た
友
人
た
ち
!!

こ
の
機
会
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
葉
に
し
て

家
族
に
伝
え
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
私

は
、
ま
だ
20
年
し
か
生
き
て
は
い
な
い
が
、
親

元
を
離
れ
て
２
年
間
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
み

て
家
族
や
地
域
の
人
々
の
存
在
が
い
か
に
大
き

い
も
の
か
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
多
々
あ
っ

た
。
ま
だ
子
ど
も
で
あ
っ
た
私
た
ち
は
、
家
族

や
近
所
の
人
々
に
守
ら
れ
、
地
区
の
人
々
に
守

ら
れ
、
立
科
町
と
い
う
大
き
な
存
在
か
ら
守
ら

れ
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
年
ま
で
育
つ
こ
と

が
で
き
た
。
様
々
な
支
え
の
も
と
に
子
ど
も
時

代
を
過
ご
し
、
８
月
15
日
に
行
わ
れ
る
成
人
式

を
も
っ
て
立
科
町
に
住
む
大
人
と
し
て
の
一
歩

を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
立
科
町
の
人
々
や
自
然
や
食
材
が
大

好
き
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
た
め

に
も
、
こ
の
郷
土
を
守
る
こ
と
が
私
た
ち
の
責

任
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
立
科
の
中
に
息
づ

く
想
い
や
人
々
の
心
を
未
来
に
受
け
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

工
藤
　
一
徳
（
日
向
）

　
立
科
が
好
き
だ
。
特
筆
す
べ
き
何
か
が
あ
る

か
ら
好
き
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
む
し
ろ
無
い

か
ら
好
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
周
り
と
比
べ

た
ら
不
便
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ
で
も
好
き
だ
。

　
自
然
が
豊
か
だ
と
か
、
空
気
が
お
い
し
い
と

か
、
そ
ん
な
客
観
的
な
理
由
じ
ゃ
な
く
て
、
本

能
的
に
安
ら
ぐ
か
ら
好
き
な
の
で
あ
る
。
普
段

は
松
本
で
学
生
と
し
て
生
活
し
て
い
る
な
か
で
、

休
日
に
な
っ
て
立
科
に
戻
る
と
非
常
に
安
心
す

る
。
立
科
こ
そ
が
、
自
分
の
帰
る
場
所
な
の
だ

と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
無
理
に
発
展
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
、

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
が
滅
び
る
と
は
到
底
思

え
な
い
。
都
会
の
よ
う
な
冷
え
切
っ
た
人
間
関

係
じ
ゃ
な
い
、
田
舎
特
有
の
暖
か
い
人
間
関
係

が
立
科
に
は
あ
る
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
か

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
安
心
感
が
立
科
に
は
溢

れ
て
い
る
。

　
不
便
で
周
り
か
ら
は
目
立
っ
て
な
い
け
ど
、

そ
れ
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？　
立
科
に

は
立
科
の
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
そ

れ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
と
い
う
立
科
大

好
き
人
間
の
思
い
。

鷹
野
　
杏
子
（
五
輪
久
保
）

　
故
郷
立
科
を
想
う
時
、
四
季
折
々
の
風
景
と

人
の
あ
っ
た
か
さ
が
一
番
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
、
私
は
進
学
の
た
め
東
京
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
す
。
成
人
式
の
た
め
に
帰
省
し
た
私

に
「
帰
っ
て
き
た
の
？
も
う
成
人
式
な
の
ね
、

大
き
く
な
っ
て
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
近

所
の
お
ば
さ
ん
、「
ゴ
ー
ヤ
い
る
か
い
？
」
と

野
菜
を
く
だ
さ
る
お
じ
い
さ
ん
。
都
会
で
は
な

い
近
所
付
き
合
い
は
「
あ
っ
た
か
い
」
と
感
じ

ま
す
。

新
成
人
の
こ
と
ば

　

８
月
15
日
㈯
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
94
名
の
新
成
人
の
門

出
を
祝
し
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
成
人
者
を
代
表
し
て

柳
澤
侑
哉
さ
ん
が
挨
拶
を
述
べ
、
式

典
後
の
祝
賀
会
で
は
、
成
人
式
実
行

委
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
懐
か
し
の

中
学
校
給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
小
学

校
時
代
の
思
い
出
ク
イ
ズ
や
当
時
か

ら
保
管
し
て
い
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
開
扉
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
小
中
学
校
時
代
の
恩
師

に
も
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
再
会
を

喜
ぶ
声
が
響
き
渡
り
、
何
度
も
写
真

撮
影
す
る
新
成
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
旧
友
や
恩
師
と
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
、
思
い
出
深
い
成
人
式
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
に
「
立
科
を
想
う
」
と
題
し
、
子

ど
も
の
頃
の
思
い
出
を
交
え
、
生
ま

れ
育
っ
た
立
科
へ
の
想
い
を
記
事
に

し
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平成27年度　成人式

「立科を想う」
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小
、
中
学
生
の
頃
、
芦
田
の
町
か
ら
津
金
寺

に
続
く
提
灯
を
見
る
と
「
立
科
の
夏
が
来
た
」

と
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も
の
で
す
。
浴
衣
を
着

て
友
達
と
行
っ
た
「
え
ん
で
こ
」「
夜
観
音
」

女
神
湖
の
花
火
大
会
や
夜
の
澄
ん
だ
空
気
に
響

く
御
泉
水
太
鼓
。
暑
い
中
練
習
し
た
地
区
対
抗

球
技
大
会
。
練
習
後
の
冷
た
い
麦
茶
と
種
を
飛

ば
し
な
が
ら
食
べ
た
ス
イ
カ
の
美
味
し
か
っ
た

こ
と
。

　
立
科
町
は
一
町
一
校
な
の
で
、
小
、
中
学
校

合
わ
せ
て
９
年
間
を
同
じ
仲
間
と
過
ご
し
ま
す
。

成
人
式
で
も
懐
か
し
い
思
い
出
話
や
失
敗
し
た

記
憶
や
笑
い
話
な
ど
、
思
い
出
を
共
有
で
き
る

仲
間
が
い
る
幸
せ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
祭
り
が
終
わ
っ
た
後
の
提
灯
は
少
し
寂
し
げ

に
見
え
ま
す
が
、
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
黄
金
に

輝
く
稲
穂
、
真
っ
赤
に
実
っ
た
り
ん
ご
、
自
然

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
私
の
大
好
き
な
風
景
。
私

は
立
科
町
が
大
好
き
で
す
。

滝
澤
　
颯
太
（
西
塩
沢
）

　
こ
の
立
科
町
に
生
ま
れ
て
、
早
二
十
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
新
田
の
兼
業
農

家
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
見
渡
す
限
り
の
田

ん
ぼ
が
あ
る
風
景
を
毎
日
見
て
育
っ
て
き
ま
し

た
が
、
一
日
と
し
て
同
じ
景
色
の
日
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
日
そ
の
年
に
よ
っ
て
様
々

な
景
色
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
の
土
地
が
、
と
て

も
心
地
よ
く
感
じ
ま
す
。

　
私
の
家
族
は
全
員
山
が
好
き
で
、
家
族
総
出

で
山
登
り
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
立
科
町

は
四
方
八
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
山

も
ま
た
、
様
々
な
景
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

四
季
の
変
わ
り
目
も
山
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
立
科
町
に
は
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
畑
が
あ

り
、
山
が
あ
り
、
水
が
あ
り
、
そ
し
て
綺
麗
な

風
景
が
あ
る
。
そ
れ
が
最
大
の
魅
力
で
あ
り
そ

し
て
、
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

柳
澤
　
陽
（
五
輪
久
保
）

　
私
は
こ
の
夏
成
人
式
に
出
席
し
、
大
勢
の

方
々
に
祝
福
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
進
学
の
た
め
地
元
を
離
れ
、
一
人

暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
勉
強
や
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
で
忙
し
く
時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
っ

て
い
る
と
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
く
な
り
ま
す
。

実
家
に
戻
る
と
、
友
達
と
歩
い
た
通
学
路
、
小

中
学
校
で
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
た
思
い
出
が

景
色
と
と
も
に
よ
み
が
え
り
、
母
が
作
っ
て
く

れ
た
夕
食
を
食
べ
る
と
、
明
日
か
ら
も
頑
張
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ

の
町
が
変
わ
ら
ず
自
然
豊
か
で
、
温
か
い
人
々

と
と
も
に
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
所
の
方
々
は
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て

く
れ
、
や
さ
し
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
沢
山
の
地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
て

育
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
人
と
の
繋
が
り
が
強
く
、
地
域
全
体
で
支
え

あ
う
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
も

地
元
と
の
繋
が
り
を
な
く
さ
な
い
で
い
き
た
い

で
す
。

　
成
人
式
で
は
、
仲
間
と
五
年
ぶ
り
の
再
会
を

し
ま
し
た
。
就
職
し
社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て

い
る
人
、
進
学
し
将
来
に
向
け
学
ん
で
い
る
人

な
ど
夢
に
向
か
っ
て
い
る
仲
間
の
姿
を
誇
り
に

思
い
、
自
分
の
気
持
ち
も
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

沢
山
の
思
い
出
と
最
高
の
仲
間
に
出
会
え
た
立

科
町
を
大
切
に
し
、
将
来
は
こ
の
町
に
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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私
は
、
五
年
ほ
ど
前
に
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
七
月
か
ら
再
度
公
民

館
長
と
し
て
公
民
館
事
業
に
携
わ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
就
任
の
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
立
科
町
に
お
い
て
も
、
近
年
、
少
子
高

齢
化
や
、
核
家
族
化
、
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
増
加
な
ど
地
域
社
会
が
様
変
わ
り
し
、

人
間
関
係
の
希
薄
化
や
地
域
力
の
低
下
が

大
変
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
東

日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
御
嶽
山
の
噴
火

や
台
風
な
ど
の
大
き
な
自
然
災
害
や
、
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
凶
悪
な
犯
罪
も
全
国

各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
地
域
の
絆
や
お

互
い
に
協
力
し
、
助
け
合
う
心
の
大
切
さ

が
一
層
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
公
民
館
は
地
域
住
民

の
交
流
の
場
と
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
学

ぶ
場
と
し
て
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
立
科
町
公
民
館
は
、
す
ず
ら
ん
学
級
を

は
じ
め
分
館
対
抗
球
技
大
会
、
人
権
学
習

会
や
文
化
展
そ
し
て
、
綱
引
き
大
会
な
ど

各
種
の
活
動
が
伝
統
的
に
現
在
ま
で
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
各
分

館
の
役
員
さ
ん
方
が
中
心
に
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
参
加
協
力
し
て
頂
い
て
来
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
公
民
館
活
動
は

と
て
も
重
要
な
活
動
で
す
が
、
財
政
面
や

人
員
配
置
に
限
り
が
あ
る
中
、
老
若
男
女

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
活
動
を
目

指
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

痛
む
あ
し
か
ば
い
な
が
ら
豆
の
な
か
草
曳
く
手
も
と
風
渡
り
行
く 

中
村　

雅
法

髪
カ
ッ
ト
久
し
振
り
の
美
容
院
話
も
弾
み
鏡
に
笑
顔 

小
松
み
つ
子

茄
子
苗
の
植
ゑ
替
へ
三
度
よ
う
や
く
に
実
の
つ
き
た
る
を
今
朝
収
穫
す 

後
藤
せ
い
子

「
こ
ん
ば
ん
は
」と
写
真
の
孫
に
笑
ま
ひ
し
つ
独
り
夕
餉
の
膳
に
向
い
ぬ 

吉
村
ト
シ
メ

立科土笛短歌会

歌   壇
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

公
民
館
長
　
荻
原
　
邦
久

第43回 文化展開催

公民館生涯学習講座「立科すずらん学級」

　
公
民
館
で
は
、
文
化
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
文
化
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

文
化
展
で
は
、
町
内
の
創
作
グ

ル
ー
プ
や
、
友
好
都
市
神
奈
川
県
愛

川
町
の
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど
が
出
品

さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
会
場
へ
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時　
11
月
６
日
㈮
～
８
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
８
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■

場
所　
中
央
公
民
館
及
び
ふ
る
さ

と
交
流
館
「
芦
田
宿
」

■

出
品
申
込　
分
館
長
さ
ん
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
創
作
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
は
、
中
央
公
民
館
へ
直
接

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

郷
土
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
教
室

﹁
は
ざ
ま
﹂に
生
き
た
芦
田
の
人
々

～
史
料
と
し
て
の
城
跡
か
ら
浮
か
び
上
が
る
も
の
～

■

日
時　
11
月
６
日
㈮　
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
（
午
後
１
時
15
分
よ
り
受
付
）

■
場
所　
た
て
し
な
人
権
セ
ン
タ
ー　
会
議
室

■

内
容　
「
真
田
氏
と
芦
田
地
域
」、「
陣
城
と
し

て
の
芦
田
城
」
な
ど
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
真
田
氏
と
、

芦
田
城
を
含
む
芦
田
地
域
と
の
関
連
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
す
。
講
師
は
長
野
県
立
歴
史
館

よ
り
遠
藤
公
洋 

先
生
を
お
迎
え
し
ま
す
。

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■

申
込　
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

お
問
合
せ
先　
教
育
委
員
会

　
電
話
５
６
│
２
３
１
１　
有
線
２
３
１
１

　
電
話
５
６
│
２
３
１
１　
有
線
２
３
１
１

参加者
募　集

作品
募集

ご利用ください 花嫁衣裳・留袖
　
公
民
館
で
は
、
生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
を
対
象
に
、
花
嫁
衣
裳
・
留
袖
の
貸
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
申
込
み
は
、
中
央
公
民
館
事
務
室
ま
で
お

気
軽
に
ど
う
ぞ

花
嫁
衣
裳　
３
万
円
／
回

留
袖　



５
千
円
～

１
万
２
千
円
／
回

紋
付　
７
千
円
／
回

小
物
等　



千
円
～

５
千
円
／
回
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公民館本部職員募集

分館対抗球技大会

　
公
民
館
で
は
社
会
教
育
法
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
公
民
館
本
部
職
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
公
民
館
事
業
の

充
実
を
図
る
た
め
、
公
民
館
本
部
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■

業
務
内
容　
公
民
館
事
業
の
推
進
、
企
画
及
び
実
施
に
あ

た
り
事
務
局
と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

（
会
議
、
成
人
式
、
分
館
対
抗
球
技
大
会
、
女
神
湖
歩
け
歩

け
大
会
、
文
化
展
、
囲
碁
将
棋
大
会
、
綱
引
き
大
会
、
芸
能

グ
ル
ー
プ
発
表
会
等
：
会
議
は
平
日
夜
、
事
業
は
土
日
が
中

心
で
す
。）

■
募
集
人
員　
１
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
る
）

■
応
募
資
格　
・
町
内
に
在
住
の
方

　
　
　
　
　
　
・
会
議
・
事
業
等
に
出
席
で
き
る
方

■
応
募
締
切　
10
月
30
日
㈮

■
そ
の
他　
・
職
員
報
酬
は
立
科
町
の
規
定
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
・
任
期
は
任
命
日
か
ら
２
年

■
応
募
及
び
お
問
合
せ
先　
中
央
公
民
館

　
８
月
30
日
㈰
、
分
館
対
抗
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
雨
天
の
た
め
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
40
回
を
迎
え
、
ど
の

試
合
も
緊
張
感
の
あ
る
白
熱
し
た
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。
選
手
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

募集

少年スポーツ大会
　
８
月
23
日
㈰
、
小
学
生
男
女

混
合
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
（
21

チ
ー
ム
）・
中
学
生
男
女
混
合

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
20

チ
ー
ム
）
を
立
科
中
学
校
及
び

体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
小
学
生
の

部
で
は
、
１
年
生
か
ら
参
加
が

可
能
な
、
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
へ

競
技
を
変
更
し
、
チ
ー
ム
の
み

ん
な
と
力
を
合
わ
せ
、
懸
命
に

プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
、
大
き
な

声
で
応
援
し
て
い
る
子
ど
も
達

の
元
気
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ

優　
勝　
古
町
Ａ

準
優
勝　
宇
山
連
合
Ａ

三　
位　
野
方
Ａ

　
〃　
　
茂
田
井
海
賊
団

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　
勝　
宇
山
連
合
Ａ

準
優
勝　
牛
鹿
Ａ

三　
位　
町
Ｃ

　
〃　
　
茂
田
井
Ａ

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　
勝　
町　
　
　
　
分
館

準
優
勝　
山
部
連
合　
分
館

三　
位　
宇
山
連
合　
分
館

　
〃　
　
塩
沢
連
合　
分
館

公民館女性部研修旅行
　
７
月
５
日
㈰
女
性
部
員
81
名
で
新

潟
と
群
馬
に
研
修
旅
行
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

秋
山
郷
・
清
津
峡
で
は
、
切
り

立
っ
た
崖
の
壮
大
さ
に
感
動
し
、
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
色
の
川
や
急
流

を
見
て
、
自
然
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま

し
た
。
昼
食
は
、
甘
え
び
や
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
食
べ
放
題
が
好
評
で

し
た
。
部
員
同
士
の
親
睦
も
図
ら
れ
、

有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
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映画「じんじん」上映会　記念図書を町関係機関へ寄贈
　

町
民
の
有
志
な
ど
で
つ
く
る
映
画

「
じ
ん
じ
ん
」
立
科
町
上
映
実
行
委
員

会
は
４
月
４
日
㈯
に
開
催
し
た
上
映
会

の
売
上
還
元
金
全
額
を
、
子
ど
も
達
に

同
映
画
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
＂
絵
本
＂
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

本
の
購
入
費
用
に
充
て
、
佐
藤
三
恵
子

実
行
委
員
長
か
ら
、
た
て
し
な
保
育
園
、

立
科
小
学
校
、
中
央
公
民
館
図
書
室
へ

記
念
図
書
と
し
て
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

夏休み子ども体験教室 （小中学校が夏休み中に公民館で開催した行事を紹介します）

ゴム銃工作教室　７月29日㈬
的をめがけて発射！木のキッドでゴム銃を作って、ルール
を守って遊びました。

夏休み親子映画鑑賞会　８月１日㈯
「アイスエイジ４」「プレーンズ」を上映しました。100名を超え
る来場者があり、大迫力のスクリーンで楽しんでいただきました。

科学実験教室　８月５日㈬
どんな羽が早く回るのかな？工夫して何度も羽を作っては試
し、小型の風力発電機を作りました。

バルーンアート体験　７月31日㈮
途中で割れないかな？ドキドキ・ワクワクしながら、動物や
剣などの作品が出来ました。

プリザーブドフラワーアレンジメント体験　８月３日㈪
世界に一つだけの思い出バスケット作り。花から学ぶ楽しさや喜び
を通じて、集中力やコミュニケーション力を学ぶことが出来ました。

ステンドグラス教室　８月６日㈭
ハンダを使い、カラフルでお洒落な壁掛けできるコースター
が出来ました。
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小説「土佐堀川」
女性実業家・広岡浅子の生涯
古川　智映子／著
（潮出版社）

「私の息子はサルだった」
佐野　洋子／著
（新潮社）

「信州山歩き地図３」里山編
中嶋　豊／著
（信濃毎日新聞社）

「甲賀三郎」
滝沢　きわこ／文・小林　ふみと／絵
（郷土出版社）

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

新着図書

寄贈者（順不同・敬称略）

図書室利用案内

●月曜日～土曜日
　午前９時30分～午後６時（土曜日は午後５時）
●日曜・祭日
　午後１時～午後５時
＊おひとり　５冊まで　２週間借りられます

開室時間

日時　10月28日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど親子でお楽しみください！

お知らせ
「ちゅうりっぷの会」による

たくさん寄贈していただき、ありがとうございました。
紙面にてお礼にかえさせていただきます。

一般書
１位　山女日記 （湊　かなえ／著）
１位　荒神 （宮部　みゆき／著）
１位　帰らずの海 （馳　星周／著）
４位　襲名犯 （竹吉　優輔／著）
４位　破門 （黒川　博行／著）

絵本・児童書
１位　夢みるオラフ （バーバラJ,ヒックス／ぶん）
２位　アナと雪の女王 （KADOKAWA）
２位　クレオパトラ （迎　夏生／漫画）
４位　パンダ銭湯 （tuperatupera／さく）
５位　のりものいろいろかくれんぼ （石川　こうじ／作・絵）

年間貸し出しランキング（2014.9～2015.8貸し出し）

〔本〕　遠山　景子　　〔宇山〕　　山田　　繁　　〔蓼科〕
　　　篠原斉四郎　〔埼玉県〕 他　匿名

乳幼児のためのおはなし会

秋の読書週間 10.27～11.9
標語「いつだって、読書日和」

没後新発見、未発表作品！
自らの子供をみつめて描く

物語エッセイ。

待望の第３弾！
カラー・

トレッキングマップ

朝の連続テレビ小説の原案本

日時　10月11日㈰　午前10時30分より
場所　中央公民館駐車場＆視聴覚室
　　　キャラバンカーの見学　10：30～11：00
　　　おはなし会　　　　　　11：05～11：35
★前日までに、公民館（電話56－2311　有線4000）
にお申込みください

が立科町にやってくる！

本とあそぼう 全国訪問おはなし隊
参加無料

絵本をたくさん積んだキャラバンカーの見学＆おはなし会

蓼科山にまつわる民話絵本

参加者にはお土産をさしあげます！
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編
集
後
記

　
つ
い
先
日
ま
で
暑
い
日
が
続
い
て
い
た

の
が
嘘
か
の
よ
う
に
、
す
っ
か
り
肌
寒
さ

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
暑
い
夏
に
祖
母
が
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
の
が
甲
子
園
で
す
。
甲
子
園

は
１
９
１
５
年
の
夏
に
始
ま
っ
た
、
高
校

野
球
全
国
大
会
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど
１
０

０
年
の
節
目
の
大
会
で
し
た
。
毎
年
色
々

な
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
一
生
懸
命
何
か
に
打

ち
込
む
姿
は
こ
ん
な
に
も
人
々
に
感
動
を

与
え
ら
れ
る
の
だ
と
、
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
今
年
で
始
ま
っ
て
１
０
０
年
で
も
、
今

大
会
は
第
97
回
大
会
。
途
中
戦
争
で
中
断

さ
れ
て
い
た
た
め
で
す
。
今
年
で
戦
後
70

年
。
戦
争
を
経
験
し
た
世
代
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
今
日
で
す
が
、
こ
の
節
目
に
、

改
め
て
日
本
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
考
え

る
良
い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
、
こ
の
四
季
美
し
い
日
本
が
あ
る
の

は
、
国
を
守
る
た
め
、
家
族
を
守
る
た
め

に
命
を
か
け
た
人
た
ち
が
い
た
か
ら
で
す
。

昔
、
祖
父
か
ら
聞
い
た
戦
争
の
悲
惨
さ
は

ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
次
の
世
代

に
何
を
伝
え
て
い
く
の
か
。
ど
ん
な
「
ふ

る
さ
と
」
を
残
し
て
い
け
る
の
か
。
こ
こ

立
科
町
も
例
外
で
は
な
く
、
い
つ
ま
で
も

こ
の
景
色
が
残
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

Ｙ
・
Ｋ

　

こ
の
協
議
委
員
は
、
保
育
園
・
小
・
中
・

高
・
社
会
教
育
の
関
係
者
が
立
科
町
教
育
委
員

会
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
私
は
人
権
政
策
確
立
要
求
実
行
委
員
会
よ

り
選
ば
れ
て
委
員
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
の
こ
ろ
は
「
個
別
的
な
人
権
課
題
」
と

言
っ
て
も
何
を
や
っ
た
ら
世
の
中
か
ら
差
別
や

　
︻
手
話
ダ
ン
ス
︼
と
は
、
歌
詞
の
イ
メ
ー
ジ

を
手
話
で
表
現
し
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
ス

テ
ッ
プ
を
つ
け
て
踊
る
ダ
ン
ス
で
す
。
楽
し
み

な
が
ら
手
話
に
触
れ
、
目
で
見
て
心
で
聞
い
て

聴
覚
障
が
い
者
の
理
解
も
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　
10
年
で
、
30
曲
ほ
ど
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
花
は
咲
く
」「
涙
そ
う
そ
う
」「
千
の

偏
見
が
な
く
な
る
の
か
と
思
案
し
、
答
え
が
導

け
ず
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、

町
の
教
育
委
員
会
の
皆
様
の
ご
指
導
に
よ
り
、

各
研
修
会
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
知

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
偏
見
な
ど
風
評
被
害
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
中
を

駆
け
巡
り
、
皆
が
心
を
一
つ
に
し
て
再
建
し
よ

う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
世
の
中
か
ら
少
し
で
も
偏
見
や
差
別
を

な
く
す
た
め
に
、
ど
ん
な
時
で
も
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
思
い
や
る
心
が
大
切
な
こ
と
だ
と
感

風
に
な
っ
て
」「
忘
れ
な
草
を
あ
な
た
に
」「
こ

の
広
い
野
原
い
っ
ぱ
い
」
な
ど
で
す
。
年
に

２
・
３
曲
新
し
い
曲
を
覚
え
、
今
は
＂
白
い
色

は
恋
人
の
色
＂
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
年
齢
層
が
広
く
、
和
気
藹
々
に
「
ボ
ケ
防
止

に
！
」
な
ん
て
言
っ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
み
交
流
す
る
中
で
、
共
に
成
長
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
会

員
募
集
、
興
味
あ
る

方
は
ご
一
緒
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
。

︿
木
曜
日　
月
３
回

 

午
後
７
時
よ
り

 

中
央
公
民
館
に
て
﹀

じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
が

長
野
県
で
行

わ
れ
ま
す
。

そ
こ
に
も
参

加
し
て
、
私

自
身
も
さ
ら

に
研
修
を
重

ね
、
地
域
の

皆
様
に
少
し

で
も
貢
献
す

る
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

 
リ
レ
ー
回
想

 

ク
ラ
ブ
訪
問

人
権
教
育
推
進
協
議
会

委
員
に
な
って今井

　
秋
男
（
古
町
）

手
話
ダ
ン
ス
の
会
エ
ー
ル

小
渕
由
美
子
（
山
部
）
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　能力を活かして働きたいという女性にとって、大きな悩みになるのが「仕事と家庭の両立」です。未だに家事、育
児、介護は女性の役割という考え方があり、働く女性は現実には両方をこなさなければならないことが多く、大きな
負担になっています。
　仕事をする女性の数を年齢層別に見ると、20代の数値が、「子育て世代」の30代で減少し、子どもの手が離れる40
代以降になるとまた増加しています。
　この数値を折れ線グラフにすると、Ｍの字を描いていることから、「Ｍ字カーブ」と呼ばれ、子どもが生まれれば
仕事をいったん辞めざるをえなくなる女性が多いことを示しています。
　問題は、経験を積んで活躍し始める時期の女性従業員が、仕事から一時離れてしまうことによりキャリアが一時中
断し、再就職時には収入・待遇の面で以前より悪い条件でも甘んじて受け入れなければならなくなってしまうことで
す。これは、大きな戦力を手放さなければならない企業にとっての損失でもあります。
　そこで、近年推進されているのが「ワーク・ライフ・バランス」という考え方です。これは女性だけを対象とした
ものではありませんが、男女共に仕事にかける時間と家庭などにかける時間のバランスを改善していくことは、働く
女性の家事・育児の負担を軽減することにつながります。またこれにより、女性の社会進出を助けると同時に、男性
にとっても長時間労働にしばられなくなるメリットがあります。
　「育児・介護休業法（育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律）」は、男女共に働
き続けながら、育児や介護ができる環境づくりを目指しています。

これからはワーク・ライフ・バランス

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター(社会教育人権政策係)

「おもしろサイエンスショー」開催のお知らせ
　「青少年は地域社会から育む」という観点に立って、家庭・学校・地域が一体となり、青少年健全育成を
図る取り組みの一環として、「おもしろサイエンスショー」を開催します。

青少年育成講演会

青少年問題協議会・立科小学校

教育委員会　社会教育人権政策係　電話56－2311　有線2311

●日　時　10月31日㈯
　　　　　午後２時15分開演

（午後１時45分開場）
●場　所　立科小学校　体育館
●演　題　「あっと驚く実験の数々！　

科学ってホントおもしろい！」

●講　師　市岡元気 氏
　　　　　（米村でんじろうサイエンス

プロダクション所属）

●持ち物　上履き

主　催

お問合せ先
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２
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
長
野
県
教
育
委
員

会
（
教
学
指
導
課
）
が
、
小
・
中
学
生
の
保
護

者
に
、「
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
の
た
め
に

～

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
分
析
か
ら

～
」
と
い
う
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
お
読
み
に
な
っ
た
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
保
護
者
宛あ

て
の
通

知
は
、
平
成
25
年
４
月
23
日
に
実
施
さ
れ
た
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
を
基
に
、

長
野
県
の
子
ど
も
た
ち
の
「
学
力
を
伸
ば
す
た

め
に
大
切
に
し
た
い
内
容
」
を
、
Ａ
４
判
紙

（
両
面
）
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
通
知
の
要よ

う

旨し

は
、「
学
力
向
上
に
は
家
庭
で

の
学
習
も4

大
切
で
す
。」
と
い
う
小
見
出
し
に

集
約
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
「
家

庭
で
の
学
習
も4

大
切
」
と
い
う
婉え

ん

曲き
ょ
くな

文も
ん

言ご
ん

に
、

長
野
県
教
育
委
員
会
の
揺ゆ

る
ぎ
な
い
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
か

ら
で
す
。

　
そ
の
思
い
と
は
、
学
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、

家
庭
で
の
学
習
が
必ひ

っ

須す

で
あ
り
、
家
の
人
と
の
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
に
つ

い
て
の
約
束
を
守
り
、
家
庭
学
習
の
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
が
学
力
向
上
に
結
び
付
く
と
い
う

信
念
で
す
。
そ
し
て
、
や
れ
責
任
の
転て

ん

嫁か

と
か
、

や
れ
頭
越
し
で
、
一
方
的
な
上じ

ょ
う

意い

下か

達た
つ

で
は
な

い
か
と
か
、
や
れ
学
力
観
が
異こ

と

な
る
と
か
、
や

れ
朝
食
の
こ
と
ま
で
お
上か

み

に
と
や
か
く
言
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
か
、
各
方
面
か
ら
様
々
な
反は

ん

駁ば
く

を
浴
び
て
も
な
お
、
伝
え
る
べ
き
は
き
ち
ん

と
伝
え
よ
う
と
い
う
覚か

く

悟ご

で
す
。

　
長
野
県
教
育
委
員
会
は
、
長
野
県
の
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に
、「
家
で
授
業
の

予
習
や
復
習
を
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
し
て
い

な
い
子
ど
も
よ
り
も
正
答
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て

勉
強
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
し
て
い
な
い
子
ど

も
よ
り
も
正
答
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。」

と
い
う
傾け

い

向こ
う

の
統
計
上
の
根こ

ん

拠き
ょ

を
棒
グ
ラ
フ
で

示
し
、
家
庭
に
お
け
る
予
習
・
復
習
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
予
習
す
る
こ
と
で
、
学
習
の
見
通
し
を
も
ち
、

学
習
内
容
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
復
習
す
る
こ
と
で
、
学
習
内
容
を
確
実

に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る

上
で
、
予
習
・
復
習
は
大
き
な
役
割
を
も
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
、
授
業
と
関
連

付
い
た
家
庭
学
習
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
学
力

の
向
上
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

z
z

z

　
単
な
る
お
知
ら
せ
や
お
願
い
で
は
な
く
、
保

護
者
へ
の
啓
発
的
な
提
言
と
も
言
え
る
、
こ
の

家
庭
通
知
を
読
ん
で
、「
家
庭
に
お
け
る
学
習

習し
ゅ
う

慣か
ん

の
欠け

つ

如じ
ょ

」
が
す
べ
て
、
保
護
者
の
不
見

識
や
放
任
的
な
養
育
に
起
因
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
承
知
し
つ
つ
、
偏へ

ん

屈く
つ

頑が
ん

迷め
い

な
身
に
は

珍
し
く
、
ほ
ぼ
全
面
的
な
賛さ

ん

意い

と
共
感
を
抱い

だ

き

ま
し
た
。

　
か
ね
が
ね
、
授
業
で
理
解
し
た
学
習
事
項
は
、

随ず
い

時じ

、
主
体
的
に
反
復
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
定
着
す
る
も
の
で
、
学
力
の
向
上
の
た
め
に

は
、「
家
庭
で
の
学
習
が4

必
要
」
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
折
々
反
復
し
な
け
れ

ば
、
理
解
し
た
こ
と
や
記き

憶お
く

し
た
こ
と
が
、
右

肩
下
が
り
の
忘
却
曲
線
の
よ
う
に
時
間
の
経け

い

過か

と
共
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
現
行
の

授
業
時
数
の
中
で
反
復
学
習
の
時
と
場
を
十
分

に
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
難む

ず
かし
い
と
感
じ
て

い
た
か
ら
で
す
。

　
さ
ら
に
、
一
年
間
、
学
校
の
年
間
総
授
業
時

数
（
小
学
校
９
８
０
時
間
・
中
学
校
１
０
１
５

時
間
）
を
大
幅
に
上
回
る
１
５
０
０
時
間
以
上

（
一
日
平
均
４
時
間
程
度
で
、
休
日
は
そ
の
３

倍
以
上
）
も
、
少
な
か
ら
ぬ
児
童
・
生
徒
が
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に

没ぼ
っ

頭と
う

し
て
い
る
生
活
で
は
、
学
力
の
向
上
は
望

め
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
案
じ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
立
科
小
学
校
に
お
い
て
も
、

立
科
中
学
校
に
お
い
て
も
、
児
童
・
生
徒
に
確

か
な
学
力
を
つ
け
る
た
め
の
指
導
研
究
・
授
業

改
善
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
家
庭
に
お
け
る

児
童
・
生
徒
の
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
接
す
る

時
間
の
「
長
時
間
化
」
に
よ
る
「
生
活
リ
ズ
ム

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

家庭と学校、教育委員会の
連
れん

携
けい

の基
き

底
てい

をなすもの
～学力向上と家庭学習の相関に関する

長野県教育委員会の提言をめぐって～

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時～午前11時30分 
　電話 56－3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時～午後５時
　電話 56－1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分～午後１時30分
　電話 56－0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日
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が
も
っ
と
創そ

う

意い

工く

夫ふ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

実
態
が
あ
る
の
だ
。
学
校
は
今
、
自
発
的
な

家
庭
学
習
の
原
動
力
と
な
る
児
童
・
生
徒
の

「
学
習
す
る
力
」
を
、
日
々
の
授
業
で
如い

何か

に
育
む
か
、
が
問
わ
れ
て
お
り
、
学
校
が
頑

張
る
べ
き
こ
と
を
十
分
に
頑
張
っ
た
上
で
の

保
護
者
へ
の
提
言
で
な
け
れ
ば
、
学
校
の
責

任
転
嫁
と
評
さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
。

○

学
習
は
、
児
童
・
生
徒
と
教
師
の
間
で
、
相

互
の
信
頼
関
係
を
基
盤
に
起
こ
る
べ
き
教
育

活
動
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
教
育
の
場

で
、
児
童
・
生
徒
と
教
師
の
関
係
で
起
こ
る

べ
き
こ
と
が
起
こ
る
よ
う
に
す
る
役
割
を
担

う
教
育
委
員
会
が
、
保
護
者
に
直
接
、「
学

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大
切
な
内
容
」
を

伝
え
る
こ
と
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
」

（「
平
成
27
年
広
報
た
て
し
な
５
月
号
」
参

照
）
で
あ
り
、
や
や
と
も
す
れ
ば
、
正
答
率

を
高
め
、
平
均
点
を
上
げ
る
た
め
の
お
上か

み

か

ら
の
お
達た

っ

し
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。

z
z

z
　

Ａ
氏
の
指
摘
を
き
っ
か
け
に
、
県
教
委
の

「
学
力
向
上
に
は
家
庭
で
の
学
習
も4

大
切
で

す
。」
と
い
う
提
言
に
対
す
る
、
老
生
自
身
の

「
全
面
的
な
賛
意
と
共
感
」
に
つ
い
て
、
問
い

直
し
ま
し
た
。

　
そ
の
最
大
の
問
い
直
し
は
、
一
連
の
家
庭
学

習
に
関
す
る
県
教
委
の
提
言
も
、
Ａ
氏
の
指
摘

　
Ａ
氏
が
指
摘
し
た
点
と
そ
の
理
由
は
、
次
の

三
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
老
生
な
り
に

受
け
止
め
ま
し
た
。

○

学
力
と
は
、「
児
童
・
生
徒
が
、
自
ら
意
欲

的
に
学
び
、
他た

者し
ゃ

と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、

粘ね
ば

り
強
く
問
題
解
決
し
て
い
く
総
合
的
な
実

践
力
（
＝
学
習
す
る
力
）」
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
家
庭
通
知
を
読
む
限
り
、
学
力
と

は
全
国
学
力
調
査
に
お
け
る
正
答
率
や
得
点

力
で
あ
り
、
学
力
の
向
上
と
は
そ
の
平
均
点

と
順
位
を
上
げ
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
狭き

ょ
う

義ぎ

の
学
力
観
の
た
め
、
勢い

き
おい
教

師
は
、
学
習
事
項
の
定
着
を
目
的
に
、「
ド

リ
ル
学
習
」
を
家
庭
学
習
と
し
て
課か

す
こ
と

が
多
く
な
る
。
学
校
も
教
育
委
員
会
も
、
順

位
や
平
均
点
な
ど
に
一い

っ

喜き

一い
ち

憂ゆ
う

せ
ず
、「
学

習
す
る
力
」
を
育は

ぐ
くむ
こ
と
に
全
力
を
傾か

た
むけ
る

べ
き
だ
。
家
庭
学
習
は
、
そ
の
延
長
線
上
に

位
置
付
い
た
、
児
童
・
生
徒
の
「
学
習
す
る

力
」
に
基も

と

づ
く
自
発
的
な
学
習
活
動
で
あ
る
。

○

真
剣
に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校

（
教
師
）
が
多
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
旧き

ゅ
う

態た
い

依い

然ぜ
ん

と
し
た
講
義
型
の
、
知
識
や
技
能
が
教

師
か
ら
児
童
・
生
徒
に
移
動
す
る
だ
け
の
授

業
も
少
な
く
な
い
。
児
童
・
生
徒
の
知
的
欲

求
や
知
的
好
奇
心
を
充み

た
す
授
業
づ
く
り
、

す
な
わ
ち
、
児
童
・
生
徒
が
、
自
ら
考
え
、

調
べ
、
ま
と
め
、
発
表
し
、
聴き

き
合
う
学
習

活
動
を
通
し
て
、
学
習
問
題
を
粘
り
強
く
解

決
し
て
い
く
授
業
づ
く
り
の
た
め
に
、
学
校

の
乱
れ
」
と
「
家
庭
学
習
習
慣
の
欠
如
」
を
、

学
力
向
上
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
と
ら
え
、

学
校
便
り
や
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
な
ど
を

通
し
て
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
呼
び
か
け
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

z
z

z

　　
こ
の
家
庭
通
知
に
対
し
て
、
永
年
、
長
野
県

の
小
・
中
学
校
教
育
現
場
で
優す

ぐ

れ
た
教
育
実じ

っ

践せ
ん

を
重
ね
、
退
職
後
も
、
教
育
行
政
に
携た

ず
さわ
っ
て

地
域
の
学
校
教
育
を
リ
ー
ド
し
、
学
校
と
家

庭
・
地
域
の
信
頼
関
係
構こ

う

築ち
く

の
た
め
に
尽じ

ん

力り
ょ
くさ

れ
た
Ａ
氏
が
、
苦く

言げ
ん

を
呈て

い

し
ま
し
た
。

　
「
確
か
に
、
学
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
家

庭
に
お
け
る
予
習
・
復
習
が
不
可
欠
だ
が
、
教

育
委
員
会
が
、
こ
の
よ
う
な
通
知
を
保
護
者
に

直
接
配
布
し
て
は
な
ら
な
い
。
学
習
や
学
力
に

関
す
る
領
域
は
、
学
校
（
教
師
）
が
担に

な

う
中
核

的
な
役
割
で
あ
り
、
学
校
（
教
師
）
の
責
任
だ
。

家
庭
学
習
も
、
学
校
（
教
師
）
が
、
児
童
・
生

徒
及
び
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
基き

盤ば
ん

に
、
主

体
的
に
取
り
組
む
べ
き
教
育
活
動
で
、
教
育
委

員
会
は
、
そ
の
側そ

く

面め
ん

的
な
支し

援え
ん

を
行
う
べ
き
だ

…
…
。」

　
厳き

び

し
さ
と
温
か
さ
、
緻ち

密み
つ

で
、
繊せ

ん

細さ
い

な
一
面

と
豪ご

う

胆た
ん

さ
、
さ
ら
に
、「
知
」
と
「
情
」
を
併あ

わ

せ
持
つ
Ａ
氏
の
指
摘
に
大
い
に
納
得
し
、
氏
の

学
校
教
育
に
寄
せ
る
気き

概が
い

と
情
熱
に
圧
倒
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

も
、
実
は
、
子
育
て
及
び
教
育
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
べ
き
家
庭
と
学
校
、
教
育
委
員
会
の
連

携
の
基き

底て
い

を
な
す
も
の
を
問
う
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
老お

い
の
思
い
過
ご
し
な
ら
ば
よ
い
の
で
す
が
、

家
庭
と
学
校
、
教
育
委
員
会
の
三
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
誠
実
に
果
た
し
、
望
ま
し
い
連

携
が
実
現
し
て
も
、
と
て
も
乗
り
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
行
く
手
を
覆お

お

い
隠か

く

す
よ
う
に

遮さ
え
ぎ

っ
て
い
る
得え

体た
い

の
知
れ
な
い
巨
大
な
障し

ょ
う

壁へ
き

が
あ
る
の
を
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
得
体
の
知
れ
な
い
巨
大
な
障
壁
？

　
そ
れ
は
、
便
利
で
、
豊
か
な
現
代
社
会
が
も

た
ら
し
た
退た

い

廃は
い

的
な
「
何
か
」
で
す
。

　

そ
れ
は
、
大
人
の
精
神
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

化か

と
我が

欲よ
く

に
基き

因い
ん

す
る
自じ

堕だ

落ら
く

な
「
何
か
」
で
す
。

　
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
「
人
や
自
然
と
の
触ふ

れ

合
い
」
を
奪う

ば

っ
た
不ぶ

気き

味み

な
「
何
か
」
で
す
。

　
そ
れ
は
、
情
報
化
の
大だ

い

洪こ
う

水ず
い

と
大だ

い

氾は
ん

濫ら
ん

が
蔓ま

ん

延え
ん

さ
せ
た
お
ぞ
ま
し
い
「
何
か
」
で
す
。

　　
子
育
て
及
び
教
育
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
家
庭
と
学
校
、
教
育
委
員
会
が
連
携
を
図

る
と
き
、
三
者
が
、「
蝸か

牛ぎ
ゅ
う

角か
く

上じ
ょ
う

の
争
い
」

（
狭せ

ま

い
世
界
に
お
け
る
意
味
の
な
い
さ
さ
や
か

な
争
い
）
に
陥お

ち
いる
こ
と
な
く
、
力
を
合
わ
せ
て

立
ち
向
か
う
べ
き
「
何
か
」
を
見
定
め
る
こ
と
、

そ
れ
が
、
三
者
の
連
携
の
基
底
を
な
す
べ
き
も

の
と
存
じ
ま
す
。
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10月・11月 行事予定
立科町児童館　こども未来館情報

皆さんのご来館をおまちしています

教育委員会

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、ご承知おきください。

詳しくは毎月発行しております、「なかよし広場だより」（未就学児向け）「こども未来館だより」（小学生向け）をご覧ください。

なかよし広場
★対象：就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
10月 １日（木）ちびっこ広場
　　  ５日（月）たまご広場
　　 15日（木）ちびっこ広場
　　 22日（木）親子運動遊び
　　 30日（金）子育て講話

11月 ６日（金）ちびっこ広場
　　  ９日（月）人形劇
　　 12日（木）たまご広場
　　 20日（金）ちびっこ広場
　　 26日（木）親子運動遊び

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
【囲　碁】★日程：10月 １日（木）・15日（木）、11月 ５日（木）・19日（木）
【将　棋】★日程：10月 ８日（木）・22日（木）、11月12日（木）・26日（木）

アートチャレンジ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：11月21日（土）どんぐりパーク

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：10月 ５日（月）ピョンピョンがえるを作ろう
　　　　　　　　　　 19日（月）落ち葉拾いに行こう
　　　　　　　　　　 26日（月）落ち葉で作品を作ろう
　　　　　　　　11月 ９日（月）折り紙で鳥の家族を作ろう
　　　　　　　　　　 16日（月）グループホーム訪問
　　　　　　　　　　 30日（月）牛乳パックで箱を作ろう

カット＆タイ教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程：10月９日（金）、11月13日（金）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：11月14日（土）未定

★10月２日（金）午前10時30分より、
　児童・生徒、乳幼児等、全来館者で避難訓練を行います。避難訓練について

I
I
I
I
I
I
I
I

児童館
事業の
様子

なかよし広場 放課後子ども教室

ピタゴラ装置を作って遊ぼう七夕飾りを作りましょう

学習･スポーツ教室
★対象及び場所と時間：
　小学生（登録児童のみ）
　立科小学校　午後３時～５時
★日程：10月 ７日（水）・21日（水）
　　　　　　 28日（水）
　　　　11月 ４日（水）・11日（水）
　　　　　　 25日（水）
★内容：  学習アドバイザーの先生方に、予

習・復習等を教えていただくこと
ができます。

　　　　  スポーツ教室は、体育館や校庭で
開催します。

茶道教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：11月７日（土）
　茶道の礼儀作法を学びましょう。
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　いつも権現の湯をご利用いただき誠にありがとうございます。
　権現の湯では、皆様の日頃のご利用に感謝し、次の日時に「権

現の湯まつり」と「嬉聞耳地蔵尊の祭典」を同時開催いたします。
　当日は、皆さんに楽しんでいただけるイベントや沢山の景品が当たるゲーム大会、
また、嬉聞耳地蔵尊の祭典では、綿あめ、ポップコーンの無料進呈、更にお楽しみ抽
選会など、ともにお楽しみいただける企画をご用意し皆様のお越しをお待ちしています。

●開催日時　10月17日㈯　午前９時～午後５時（嬉聞耳地蔵尊の祭典は午後３時まで）

権現の湯
から
お知らせ

「権現の湯まつり」と
「嬉聞耳地蔵尊の祭典」開催

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

第７回

町内各地区で防災訓練が実施されました 庶務係

　９月６日㈰を統一日として、町内各地区で防災
訓練が実施されました。
　（地区によってはそれぞれ計画した日に実施し
ています。）
　当日は、地区毎に計画されたスケジュールに
よって、避難訓練、放水訓練、炊き出し訓練、要
援護者の安否確認、災害危険箇所の確認等さまざ
まな訓練が実施されました。
　これを機に地域の防災意識を高め、地震や風水
害・土砂災害など、いつ起きるかわからない災害
に対し、最小限の被害で防げるよう日ごろから備
えましょう。
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10月19日㈪から25日㈰は行政相談週間です

庶務係

　「行政相談」とは、皆さんから、国の役所や独立行政法人及び特殊法人が行っている仕事に関する苦情や意
見・要望をお聴きして、その解決や実現を図るものです。この身近な窓口が行政相談委員です。
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受けて活動しています。立科町の担当は浦野喜芳さん（牛鹿）です。
心配ごと相談日のほか、自宅でも皆さんのご相談に応じていますので、お気軽にご相談ください。なお、相談
は無料で秘密は守られます。

〔行政相談委員〕　浦野喜芳さん　自宅電話番号　56－2445
〔行政苦情110番〕　0570－090110

行政相談週間のお知らせ

櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石の形にはどのような意味があるの？

基本的には三つの石から構成されています。上から天の石、人の石、地の石と呼ばれ、
天の石は人間を表し寿命や健康を、人の石は動産を表し事業や金銭を、地の石は不動
産を表し財産や家を表しています。

墓石・記念碑・石工事一式

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

●日　時　10月29日㈭　午後２時～
（受付午後１時30分～）

●場　所　佐久平交流センター
（旧佐久勤労者福祉センター）

●講　師　佐久総合病院名誉院長　夏川周介氏
　　　　　長野県副知事　中島恵理氏
　　　　　　演題　健康長寿の里づくり　など

●主　催　（一社）長野県親友会（長野県職員OB団体）

お問合せ・お申込み先　　（一社）長野県親友会　　電話　026－235－7009

健康づくり講演会のご案内

立科町商工祭 多
た

来
ら

福
ふく

まつり
●日　時　11月７日㈯　午前９時～午後５時
 ８日㈰　午前９時～午後３時

●場　所　役場駐車場

●内　容　飲食店／物品販売店／ステージショー
　　　　　もちつき／大抽選会
　　　　　蓼科ケーブルビジョン公開収録　他

第39回

お問合せ先　立科町商工会　電話 0267－56－1004　有線 2652
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
10
月
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信
障

害
の
防
止
対
策
を
推
進
す
る
「
受
信
環
境
ク

リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　
放
送
電
波
の
受
信
障
害
と
は
、
家
庭
用
・
工

業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ

レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発
振
、
不
法

無
線
局
か
ら
の
電
波
、
高
層
建
築
物
に
よ
る
ビ

ル
陰
障
害
等
に
よ
っ
て
、
良
好
な
放
送
の
受
信

が
で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　
特
に
、
不
法
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
強
力

な
電
波
（
不
法
電
波
）
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

電
波
利
用
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ
オ
に

雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

お
問
合
せ
先

★

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信
障
害
に

関
す
る
こ
と

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

　
受
信
障
害
対
策
官

　
電
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
９
１

★

無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び
違
法
な　

線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

　
監
視
調
査
課

　
電
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
７
６

★

そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政
相
談
に
関
す
る

こ
と

　
総
合
通
信
相
談
所

　
電
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
６
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/
shinetsu/

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

職
場
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

労
働
者
・
事
業
主
の
皆
様
へ

　
長
野
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
事
業
者

の
間
で
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の

相
談
や
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
問
題
の
専
門
家
が
公
正
・
中
立
な
立
場

で
問
題
解
決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
相
談
・
あ
っ
せ
ん
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
あ
っ
せ
ん
と
は

　
原
則
と
し
て
、
公
益
委
員
（
大
学
教
授
・
弁

護
士
な
ど
）、
労
働
者
委
員
（
労
働
組
合
役
員
）、

使
用
者
委
員
（
企
業
経
営
者
、
使
用
者
団
体
役

員
）、
事
務
局
職
員
の
４
者
で
構
成
す
る
あ
っ

せ
ん
員
が
、
労
使
双
方
の
主
張
を
確
か
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
あ
っ
せ
ん
案
を
示
し
な
が
ら
、

労
使
双
方
に
働
き
か
け
、
紛
争
の
自
主
的
解
決

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

●
相
談
内
容

・
雇
用
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル

・
突
然
の
解
雇

●
相
談
方
法

　

お
近
く
の
労
政
事
務
所
（
上
田
合
同
庁
舎

内
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

「
労
働
委
員
会
」
と
は
、
労
働
組
合
法
の
規

定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、
公
正
な
立
場
で
労

働
者
と
使
用
者
間
で
の
紛
争
を
迅
速
・
円
満

に
解
決
す
る
専
門
的
で
独
立
の
権
限
を
持
っ

た
機
関
で
す
。

お
問
合
せ
先

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

電
話　
０
２
６
─
２
３
５
─
７
４
６
８

Ｅ
メ
ー
ル　

roi@
pref.nagano.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/roi/

kashokai.htm

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

公
証
制
度
に
つ
い
て

　
毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
は

「
公
証
週
間
」
で
す
。

　
公
証
制
度
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け

る
法
律
的
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、
法
律
上
の

権
利
や
義
務
を
明
確
に
し
安
定
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
証
書
の
作
成
等
の
方
法
に
よ
り
、

一
定
の
事
項
を
公
証
人
に
証
明
さ
せ
る
制
度
で

す
。

　
公
証
人
は
、
判
事
、
検
事
、
法
務
事
務
官
な

ど
を
長
く
務
め
た
法
律
の
専
門
家
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は
公
証
証
書
の
作
成

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
・
遺
言

　
・
お
金
の
貸
し
借
り

　
・
不
動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り

　
・
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料
等
の
支
払

　
・

任
意
後
見
契
約
（
公
正
証
書
に
よ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。）

　
大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て
公
正
証
書
は

皆
さ
ん
の
権
利
を
正
し
く
確
実
に
守
っ
て
く
れ

ま
す
。

お
問
合
せ
先

佐
久
公
証
役
場

佐
久
市
佐
久
平
駅
北
26
番
地
７　
藤
ビ
ル
２
階

電
話　
０
２
６
７
─
５
４
─
８
３
０
５



立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

26広報たてしな  2015年10月

　９月４日㈮～６日㈰の３日間、ふるさと交流館芦田宿におい
て、小学生夏休み作品展が開催されました。
　立科小学校の児童が夏休み中に取り組んだ自由工作や自由研
究の作品が合計312点展示され、
多くの町民の皆様に鑑賞してい
ただくことができました。
　どの作品も個性豊かで、力
作・秀作の素晴らしい作品展と
なりました。

　８月23日㈰、骨や関節の病気、筋力の低下、バランス
能力の低下などにより、介護が必要となる危険が高い状
態を指す「ロコモティブシンドローム」と、「骨粗しょう
症」の予防を呼びかけるためのイベントが開催されまし
た。

　このイベントは、MSD株式会社
が、社会貢献活動の一環として各
地で実施しているもので、今回は
権現の湯との共催で開催され、当
日は入館された多くの皆さんが
「骨粗しょう症とロコモクイズ」
やロコモ度チェックの「立ち上が
りテスト」などを体験しました。

小

権

学生夏休み作品展が開催されました！

現の湯　「健康イベント　予防医療知って隊」開催！

紅葉狩りにお出かけください
　白樺高原ではいよいよ秋が
深まってきました。10月中旬
から下旬にかけては広葉樹の

紅葉が見頃を迎えます。10月中旬にはすばらしい紅葉
が楽しめそうです。
11月上旬にはカラマツの黄葉も見頃を迎えます。　

　哀愁漂う秋の白樺高原へぜひお出かけください。

白樺
高原便り

白樺高原総合観光センター
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○夏祭り…未満児、年少児
今年の夏祭りは年長さんが作ったおみこしをかついでみんなで
ワッショイと練り歩き、魚釣りや輪投げなどのゲームを楽しん
だり、冷たいかき氷をおいしく食べたりして、最後にみんなで
盆踊りをしました。とっても楽しい夏祭りでしたね！

たてしな保育園の
子どもたち

○中学生体験実習…年中児
立科中学校のお兄さん、お姉さんとのふれあい体験実習がありました。

○年長児自然観察…年長児
年長児恒例の蓼科方面への自然観
察へ行きました。当日は雨が降っ
てしまったので、蓼科アミューズ
メント水族館に行きました。大き
な鯉に餌をあげたり沢山の珍しい
魚を見たりしてとっても楽しかっ
たです。お昼の後はゴンドラに乗
りました。下を見るのはちょっと
こわかったなぁ～

中学生のお兄さん、お姉さんと楽しく遊びました。おみやげをも
らってみんなにっこり。

「じゃんけんぽい！」と一緒に楽しくじゃんけん列車をして遊びました。
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救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570－08－8199

行　事　予　定 保　　　　　健　

2 金 すずらん学級マレットゴルフ大会

3 土 たてしな保育園運動会
（公開保育）雨天順延

4 日 女神湖感謝祭

6 火 赤ちゃん相談室 H27.7月生まれ

7 水 婦人科検診（子宮頸がん検診）

9 金 婦人科検診（子宮頸がん検診）

10 土 第40回女神湖歩け歩け大会

15 木 婦人科検診（子宮頸がん検診）

17 土 権現の湯まつり

18 日 第８回中山道ウォーキングinたてしな

28 水 パパママ教室（予約制）：栄養について（栄養士）

 10 月町民カレンダー
● 町県民税（第３期）
● 国民健康保険税（第５期）
● 介護保険料：普通徴収（第７期）
● 後期高齢者医療保険料（第４期）

10月の納税

4 日 みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268－61－6002

小諸病院 小諸市 0267－22－0250

うすだ医院 小諸市 0267－22－0483

歯科 甘利歯科医院 小諸市 0267－22－1557

11 日 中島医院 東御市北御牧 0268－67－2777

高橋内科医院 小諸市 0267－23－8110

栁橋脳神経外科 小諸市 0267－23－6131

御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 依田歯科医院 佐久市浅科 0267－58－2050

12 月 甘利医院 小諸市 0267－22－0729

桜井クリニック 小諸市 0267－26－1188

歯科 中山歯科クリニック 御代田町 0267－32－2000

18 日 由井医院 小諸市 0267－22－0327

ひかり医院 小諸市 0267－22－8878

御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 関歯科クリニック 小諸市 0267－25－3456

25 日 小諸厚生総合病院 小諸市 0267－22－1070

歯科 佐々木歯科医院 御代田町 0267－32－3938

休日緊急当番医 ● 午前９時～午後５時
　 （歯科  午前９時～正午）

電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 55－6201

中央公民館（事務室） 56－2311 4000

こども未来館（児童館） 56－0248 8888

老人福祉センター 56－1825 4091

立科温泉　権現の湯 56－0606 4126

連絡先

町のデータ８月 ８月１日～８月31日の状況

立科町役場  電話  56－2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56－2310

人口 7,541（－  1） 出生 2
男 3,729（－  1） 死亡 4
女 3,812（±  0） 転入 12

世帯数 2,838（＋  2） 転出 11

救急 出動件数 年間累計

交通事故 6 18
その他 47 285
合計 53 303

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 1
その他 2 3
合計 2 4

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 22.4℃ 23.3℃
最高極日 34.8℃／  5日 35.5℃／10年
最低極日 14.2℃／26日 13.6℃／10年

降　水　量 177.0mm 111.3mm
降水量（1～8月） 702.5mm 715.6mm
日 照 時 間 157.2時間 195.3時間

人 口 ９月１日現在（８月31日届出まで） （　  ）内は前月比

気　象

各種相談日
●結婚相談会
10月８日㈭
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
問 社会福祉協議会　電話56－1825

●無料法律相談
10月16日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター
相談員：土屋弁護士
問 社会福祉協議会　電話56－1825


